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 宇宙航空研究開発機構（JAXA）は2013年9月20日、大樹町多目的航空公園

にて、「超薄膜高高度気球の飛翔性能試験」を実施しました。気球は高度

53.7kmまで上昇し、気球到達最高高度の世界新記録を樹立しました。 

 これまでの記録は、2002年5月に当時の文部科学省宇宙科学研究所（後に

JAXAに統合）が三陸大気球観測所（岩手県大船渡市）で放球した超薄膜高

高度気球（厚さ3.4ミクロン（1000分の3.4ミリ））の到達高度53.0 kmで、11年振り

に自身の持つ記録を更新したことになります。 

 本実験の気球は、厚さ2.8ミクロンのポリエチレンフィルムで作られています。

これは世界で最も薄い気球用フィルムで、JAXAが新たに開発したものです。

非常に軽いフィルムを使う事で、これまで不可能だった高さを飛翔する気球が

作られました。 

 超薄膜高高度気球の開発を行っているJAXA斎藤芳隆氏は、「一つ壁を越え

られて嬉しいです。薄いフィルムを使った気球は、JAXAが世界に先駆けて開

発を進めています。様々な新しい科学実験ができるようにしたいです。」    

と語っていました。 

放球される直前の大気球 

人間の髪の毛の直径 60-80 

大樹町内スーパーのレジ袋 約25 

今回の実験で使用した大気球 2.8 

大樹町指定ゴミ袋 約35 

（単位：ミクロン） こんなに薄いの？大気球 
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 平成25年9月22日に、「銀河連邦フォーラム2013」が大樹町で

開催され、各加盟共和国から関係者約30名が参加しました。 

 記念講演では、20年以上前に大樹町で初となる航空宇宙関

係の実験を実施した、中島俊帝京大教授（JAXA名誉教授）か

ら、「これからの宇宙開発と大樹町」と題して、大樹町での実験

の意義や優位性について講演いただきました。 

 また、翌日の柏林公園まつりでは、銀河連邦ヒーロー「カムイ

リオン」が初お披露目となり、子ども達と一緒に記念撮影をした

り、伏見町長と一緒に餅まきをし、祭を盛り上げました。 

銀河連邦とは…JAXAの研究施設がある事が縁で交流を始め

た全国4市2町が、ユーモアとパロディの精神で連携する団体。

大樹町は平成22年に加盟しました。 

 今回のコラムは、銀河連邦フォーラムにおいてご講演いた

だいた中島俊帝京大学教授に執筆いただきました。    

 銀河連邦フォーラムでの講演を依頼され、久しぶりに大樹

町を訪れました。１９９０年頃、美成の広野で、グライディング

パラシュート・超音速パラシュート実験を行わせて頂き、その

後何回か大樹町を訪れる機会がありましたが、今回その広

大さを再認識し、又、地方の元気がないと言われている昨

今、伏見町長を始めとして町が大変元気であるという印象を

強く持ちました。 

 宇宙航空関連の研究開発には、どうしても広大なスペース

が必要です。大樹町の熱心で継続した誘致活動の結果、大

気球を放球する施設が設置され、日本各地の宇宙理学研究

者、大気球の研究・開発・放球を実行するJAXA宇宙科学研

究所の宇宙工学研究者、技術者が頻繁に来町し、町の方々

との交流も密になったと伺います。 

 講演で申し上げた通り、宇宙理工学の研究に、ロケットと並

び大気球は、今後とも大事な観測・実験機器の運搬手段と

なることは間違いありません。 

 大気球の放球基地として、又、広大な土地を利用した将来

の宇宙研究開発に、大樹町が今後とも重要な役割を果たさ

れると確信しています。  
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子どもに大人気！       

「カムイリオン」 

大樹町の優位性について語る 

中島教授 

●10月28日～11月8日                                                 
小型固定翼無人機の性能・信頼性向上(JAXA)                 

●11月11日～11月15日                                         
無人飛行機の飛行試験(X-TREME COMPOSITE JAPAN)   

●11月16日～11月21日                               
小型無人飛行機を利用した無線伝送実験(NICT) 


